
談では諸課題について協会の考え方を

主張していく。野口常任理事が参加す

る。三田常任理事は検討中。②総選挙

候補者アンケート諸課題について協会

の考え方を主張していく。▽協会の考

え方を設問の中で示した上で、候補者

がどう考えるか記述式の回答を求める

形式とする。なお賛成・反対を回答さ

せるかどうかは賛否が分かれた。以上

を踏まえ来月再度検討する。 

3.県医療団体連絡懇談会・県社会保障推

進協議会の共同チラシの作成につい

て…▽秋以降の県内での医療・福祉・

消費税反対の運動を強化、総選挙前の

県民アピールとして医団懇（保険医協

会、民医連、医労連）及び社保協の共

同チラシの提案有り（協会費用負担50万

円の要請）。▽第一次案については、

文章表現や内容に問題があり、実施時

期の延長を含めて大幅な修正を要する

ことを県社保協へ要請。 

4.保団連からの署名提起…消費税の署名

について、保団連では全国消費税廃止

各界連の一点署名に合流することが確

認されたこと、また長野県の消

費税廃止各界連の事務局会議の

報告がされ、長野協会として署

名に取り組む方向性を確認、実施時期

は長野独自のチラシ作成も検討しつつ

準備をすすめる。 

■保団連規約細則改定(案)…過去の討

議内容に加え、定員に満たない場合の

取扱いを保団連に確認する。 

■保団連休保の再開関連:代理店の件 

①保団連事務局より関東財務局との折

衝の結果、協同組合が単独で代理店と

することについて了解が得られた旨の

報告。②本会が社員、代理店となるこ

とを含めて11月中に協同組合と本会の合

同で理事会を開催する。 

■その他…「原発ゼロ」新聞意見広告

への賛同金のお願い（保団連及び福島

県保険医協会から全国紙2紙および福島

県2紙に意見広告掲載のための賛同金の

依頼）の件…２口1万円で協力する。な

お、原発ゼロの運動に関連して、日本

の放射線関連の国内法の整備(ICRP2007

準拠の要求)、廃炉や原発コストの問題

なども国民に知らせることが必要だと

の意見が出された。 

 

 県保険医協会の「税務・経

営電話相談」は、顧問税理士

の土屋信行氏により、

実施しています。 

 時間と受付電話は、

次の通りです。 

◆平日の受付時間 

 10：00～12：00    

 13：00～16：00 

◆受付電話 ０２６９-

３３-３２６５（しらかば会

  No.３８１                                                 長 野 保 険 医 新 聞 （第三種郵便物認可）   2012年（平成24年）11月25日  （３）                  

 

 保険請求などQ&A 

計事務所） 

 なお、当日、土屋税理士（写真）が

不在の場合に

は、会員である

旨と連絡先を伝

言して下さい。

改めて税理士の

方から連絡をと

らせていただき

ます。 

お気軽に相談ください。 

 

 県保険医協会では情報発信の

多様化に合わせ、メールアドレ

スやファクシミリ番号など登録

されてない、又は変更等された

会員の先生方に、連絡をお願い

しています。 

 連絡は、協会（電話026-226-

0086、Fax.026-226-8698）へ。 

 Ｅ メ ー  ルでの連絡は下記まで  

 nagano-hok@doc-net.or.jp 

年末年始の保険医年金の一時金請求 

Ｑ 掛けている保険医年金の数口を一時

金で請求したいが、年末年始の扱い

は？ 

Ａ 本年中の着金を希

望される場合は、協

会に12月17日までに書類が届く必要があ

ります。同日以降は年明けの着金とな

ります。なお、税制上の扱いは、三井

「同一建物」の解釈 

 11月の歯科部会で日本歯科新聞に連

載の「訪問歯科診療超実践術」の175回

「同一の建物の解釈」が論議になり、

わかりにくいとの話になった。歯科に

おいて病院への訪問診療が可能な点は

医科と異なるが、「同一の建物」の解

釈は同じなので、整理のため、保団連

が医科向けに発行配布の「新点数運用

レセプト記載Ｑ＆Ａ2012年4月1日実施」

から該当部分を以下に引用紹介した。

（ＱＡの番号は本紙用に改めた） 

Q1:以下の建物の場合、「同一建物」

となるのか。 

① 玄関が２つある二世帯住宅 

② 同一世帯で同一敷地内に別棟（母屋

とはなれ等の場合も含む）のある住居 

③ 同一の建物内に住宅型有料老人ホー

ムや高専賃など複数の施設又は当該施

設とマンション等が併設されている場

合 

A1:① 二世帯住宅は「同

一建物」となる。 

② それぞれ建物が別なので、「同一建

物」とならない。 

③ 同じ建物なので併設されていても

「同一建物」となる。 

Ｑ2:在宅患者訪問診療料等について、

同一敷地内又は隣接地に棟が異なる建

物が集まったマンション群や公団住宅

等はそれぞれの建物を別の建物と扱っ

てよいか。 

Ａ2:その通り。(平成22年3月29日厚労

省事務連絡） 

のではないか。 

Ｑ3:在宅患者訪問診療科等について、

外観上明らかに別建物であるが渡り廊

下のみで繋がっている場合は別建物と

して扱ってよいか。 

Ａ3:よい。(平成22年3月29日厚労

省事務連絡） 

Ｑ4:特別養護老人ホームや養護老人

ホーム、軽費老人ホーム等の施設で、

生命が送金手配の日となりますので、

年明け着金の場合でも生命保険会社が

年内手配の場合は2012年の扱いとなりま

す。年内に書類を協

会に送り2013年扱いと

する場合は、その

旨、お知らせいただくか、年が明けて

の請求としてください。 

長野県保険医協会の会員数 11月1日
現在1,343人（医科738、歯科605） 

19:40～21:45、長野・松本・佐

久・飯田の4会場を結ぶ電話会

議で開催、出席役員:鈴木会長,

市川,河原田副会長,奥山,後藤,花岡,布

山,野口,三田常任理事、議長中島副会長 

■会務報告…▽9月は1名増で1345名(年

度中の増減＋4名)。▽11.17国民集会の

賛同要請は議員から寄せられなかった

が小県医師会より賛同があり、同集会

には鈴木会長,市川副会長が参加する。

▽医科の「在宅医療点数手引」を医科

会員に案内。▽保険医会館建設・事務

所移転に伴う、賃貸契約、組合への融

資を実行、9月末引越、10/1より新事務

所で業務。10/8落成式典を開催した。 

■会計報告…8月度会計報告を承認。 

■共済協同組合総代会の報告…▽剰余

金処分案では利用者分量配当率32％が決

定。▽8月以降の募集で、長野の自主目

標は20人100口。▽共済協同組合の理事

長に三田常任理事が選出（再任）、鈴

木会長も監事に選出（再任）された。 

■医療運動での討議と決定等 

1.医療情勢…日医の会長交代後の医療諸

課題に関する医師会の見解と協会の見

解の対比表を資料として作成する。 

2.総選挙対策…①矢崎議員との10/21懇

   

形態としては同一の施設であるが、棟

が異なる等の建物の場合は、それぞれ

の建物を別の建物と扱ってよいか。 

Ａ4:別の建物と考える。 
下記で場所記載なしは長野市で開催か実施。

[ ］内は担当役員・事務局名で一部に略あ

り。保団連会議は保団連役職名記載もあり。 

前号掲載もれ1件 10/21＊矢崎議員と諏訪市で

懇談[野口,三田常任理事,宮沢事務局長] 

10/25＊県社会保障推進協議会(以下で県社保協

と略)国保部会[宮沢事務局長] 

10/28＊全国歯科交流会が東京で[鈴木会長,宮

沢副会長,奥山,林常任理事,市川保団連理事,青

木事務局員] 

10/30＊「保険診療の手引」説明会の案内を医

科会員に発送 

10/31＊同上案内を病院医事課及び医科未入会

開業医に発送  *医科開業医会員の希望者に配

布の「在宅医療の手引き」発送を開始  

*～11/1保団連医科社保担当事務局研修会が東

京で[井出.増田事務局員]  

11/2＊保団連病院事務局小委員会が東京で[井

出事務局員] *県社保協事務局会議・福祉医療

の改善を進める会事務局会議[宮沢事務局長] 

11/3＊保団連病院・有床診対策部会が東京で

[井出事務局員] 

11/5＊市町村へ国保のｱﾝｹー ﾄを送付 *保険でより

良い歯科医療を長野連絡会主催の「いい歯と

健康の市民公開講座」の市民向案内チラシを

長野北信エリアの会員に新聞同封配布を開始 

11/9＊県社保協幹事会[宮沢事務局長] 

11/10＊保険で良い歯科医療を全国連絡会総会

が東京で[鈴木会長＝世話人,青木事務局員] 

11/11＊保団連理事会が東京で[市川,中島理事,宮

沢事務局長] *脱原発長野行動[青木事務局員] 

11/12＊全国事務局長会議が東京で[宮沢事務局長] 

11/13＊歯科部会が長野佐久松本飯田４地区電

話会議で会員ｱﾝｹｰﾄ結果の検討や技工士ｱﾝｹｰﾄ

設問の確定など[鈴木会長,市川,宮沢副会長,奥

山,後藤,河野,池上,林,布山,久根下,長谷川部員] 

11/15＊「保険診療の手引」説明会が飯田で…

14医療機関23名参加[講師:井出,増田事務局員] 

11/16＊同上説明会が長野で…27医療機関44名参

加[講師同上] *新聞添付で石川県保険医協会発

行の「保険診療便覧」を歯科会員に案内 

11/17＊保団連の社保審査対策部会[中島理事,

池上部員,増田事務局員] と地域医療部会[市川

理事,奥山部員,青木事務局員]が各東京で 

11/18＊保団連の審査指導監査対策担当者会議

[前日と同じ] と地域医療交流集会[前日と同

じ]及び女性医師・歯科医師学習交流会[矢崎

副会長]が各東京で 

11/19＊常任理事会（次号理事会便り参照） 

11/20＊「在宅医療の手引」説明会の案内を医

科開業医会員に発送 

11/21＊同上案内を医科勤務医会員及び病院医

事課,未入会開業医に発送 *「保険診療の手

引」説明会が松本で…30医療機関60名参加[講

師:井出,増田事務局員] 

11/22＊同上説明会が長野で…27医療機関44名参

加[講師同上] 

★医療・社会保障

全般、時局問題等の論

評や意見、学会報告、書評、スポーツ、

趣味、フォトエッセイなど幅広く原稿を

募集中！ ★院所や地域での活動を紹介

できる「会員広報室」欄もあり。★原稿

等は１面題字左の本紙発行元まで郵送、

ファクシミリ、メール等で。掲載分には

図書カード２千円贈呈。 

活 動 日 誌 


